
愛媛の地域資源を軸とした事業を推進する株式会社 YES LOCAL（株式会社伊織、株式会社
W-harmony、村上タオル株式会社、株式会社カンブライト、株式会社 FLOW ERSの 5社グループ、
代表取締役：大籔崇）は、フィンランドを拠点に長年にわたり国際的に活躍し、テキスタイル、陶、アー

トの領域を横断して独自の表現を築いてきた、愛媛県出身のアーティスト・石本藤雄のコレクション

を主軸とするデザインミュージアムを、2026年春に設立いたします。

本ミュージアムは、石本氏が松山市のライフスタイルブランドMustakivi（運営：株式会社 FLOW 
ERS、所在地：松山市大街道 3-2-34、代表取締役：黒川栄作）と共に重ねてきた活動の集大成とも
いえるプロジェクトです。愛媛から東京に移り、大学卒業後にデザイナーとして歩み始めた 1960年代、
日本を離れてフィンランドを拠点とした 1970年代以降の約 50年間の軌跡、そして帰国後の現在に
至るまで──石本氏の創作と人生の旅を通覧するものであり、多世代の来訪者が「美」と「生活」を

新たな視点で見つめ直す場を目指します。

建築は、日本を代表する建築家・伊東豊雄氏が担当。自然と調和しながらも、訪れる人の感性に深く

訴える設計となっています。ミュージアムプロデュースは、これまで石本氏の大規模個展を三度にわ

たり手がけてきた東京・青山のスパイラル／株式会社ワコールアートセンターが担い、地域に根ざし

た文化と創造の交流拠点としての役割を加えていきます。

グラフィックとビジュアル・アイデンティティ、サイン計画は、日本デザイン界の礎を築いてきた日

本デザインセンターの色部デザイン研究所が手がけ、石本氏の世界観に寄り添う洗練された視覚表現

を構築します。

「石本藤雄デザインミュージアム」は、四国・愛媛に根ざしたアート、デザイン、生活文化が交差す

る新たな交流の場として、また、地域の工芸品をはじめ、日常によろこびをもたらす品々の魅力を発

信する場として、国内外から注目を集める拠点となることを目指しています。今後の続報にも、ぜひ

ご注目ください。
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施設概要

●名称　石本藤雄デザインミュージアム　／　Fujiwo Ishimoto Design Museum

●所在地（住所）　〒 790-0004　愛媛県松山市大街道３丁目２－４０

●仕様　地上３階建て

●開館日　２０２６年春予定

●建築設計・監理　株式会社伊東豊雄建築設計事務所

●ミュージアムプロデュース　スパイラル／株式会社ワコールアートセンター

●アートディレクション　株式会社日本デザインセンター　色部デザイン研究所

●運営　株式会社 FLOW ERS

プロフィール

石本藤雄　（いしもとふじお）
1941年愛媛県砥部町出身。1970年にフィンランドに移り、1974年から同国を代表するデザインハウス・マリメッコ社で 32
年に渡り、テキスタイルデザイナーを務める。1989～ 2020年、フィンランドの伝統的な製陶所・アラビア社のアート部門に
も属し、陶芸制作に取り組む。1994年カイ・フランク賞受賞。2010年フィンランド獅子勲章プロ・フィンランディア・メダ
ル受賞。2011年に旭日小綬賞受賞。2013年 9月から 10月にかけて、故郷・愛媛で初となる個展「布と遊び、土と遊ぶ」を開催。
「道後オンセナート　2014」では松山市・道後のホテル、茶玻璃にて石本の作品に囲まれたオリジナルルームを展開。2018年
から 2019年にかけて、「石本藤雄展　マリメッコの花から陶の実へ」巡回展（愛媛・京都・東京）を開催。2020年に愛媛に
帰郷。2022年に「蕾 -つぼみ -」、「花咲く」、2024年に「花と実」「たいさんぼく」、2025年に「桃」をMustakiviにて開催。

取材等、本件のお問い合わせ先

株式会社 FLOW ERS　担当：新居田真美
Tel：089-997-7558　E-mail：info@mustakivi.jp


